
令和2年 	12 月定例会
◆議案概要・審議結果
◆決算特別委員会審議

◆特集ページ「キラキラ光る元気なまち」
“医療・介護の最前線を守る”
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問
保
育
所
に
導
入
す
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
具
体
的
な
内
容

は
。

答答
北
保
育
所
で
は
、
玄
関
の

開
閉
に
職
員
の
手
間
が
か
か
っ

て
い
た
。
玄
関
の
電
子
錠
を
自

動
的
に
開
閉
で
き
る
カ
ー
ド
リ

ー
ダ
ー
を
設
置

す
る
こ
と
で
カ

ー
ド
を
か
ざ
す

だ
け
で
開
閉
で

き
る
よ
う
に
な

り
、
コ
ロ
ナ
対

策
に
も
な
る
。

　
ま
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ

シ
ス
テ
ム
の
導

入
に
よ
り
、

北
・
南
の
両
保

育
所
で
は
、
保

護
者
に
ア
プ
リ

を
イ
ン
ス
ト
ー

ル
し
て
も
ら
い
、

ア
プ
リ
へ
の
一

斉
送
信
や
ク
ラ

ス
単
位
で
の
連
絡
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
。

　
例
え
ば
、
児
童
が
ケ
ガ
を
し

た
と
き
に
、
保
護
者
に
写
真
つ

き
で
連
絡
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
に
も
な
り
、

職
員
の
業
務
の
負
担
も
軽
減
さ

れ
る
。

12
月
定
例
会
は
、
11
月
30
日
か
ら
12
月
16
日
ま
で
の
17
日
間
の
会
期
で
開
か

れ
ま
し
た
。
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
22
議
案
、
議
員
提
出
の
１
議
案
を
審
議
し
、

す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

町立保育所にＩＣＴ導入へ
感染症拡大防止対策
児童の登降園管理をカードで行う

予算額
	 ２７９万円
コロナ対応交付金活用

公職選挙法の規定により、選挙区内に年賀状等のあいさつ状を出すことは禁じられています。
議員個人としての年賀状は失礼させて頂いております。

　
昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
に
私
た
ち
が
い
ま
し
た
。

　
国
内
は
元
よ
り
、
世
界
中
の
人
々
が
マ
ス
ク
を
必
携
と
し
て
、

家
庭
以
外
で
は
素
顔
を
見
せ
な
い
こ
と
が
私
た
ち
の
新
し
い
日
常

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
現
況
を
克
服
し
た
象
徴
に
、
今
夏
は
一
年
延
期
さ
れ
た

東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
予
定
で
す
。
盛
会
を
信

じ
、
早
く
に
元
の
日

常
に
戻
り
た
い
も
の

で
す
。

　
一
方
、
町
の
一
般
会

計
の
予
算
額
は
国
の

三
次
補
正
を
含
み
過

去
最
大
の
百
八
十
億

円
の
規
模
と
予
想
さ

れ
ま
す
。
議
会
は
町

民
の
代
表
と
し
て
、

町
政
の
チ
ェ
ッ
ク
と

提
言
に
努
め
ま
す
。

行
政
と
議
会
が
両
輪

と
な
っ
て
町
民
・
町

の
た
め
に
進
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
皆
様
の

ご
多
幸
ご
健
勝
を
祈

念
し
新
年
の
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

謹
ん
で
新
年
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

伊
奈
町
議
会
議
長　

村
山　
正
弘

ICTシステムが導入される北保育所

定例会議案概要等
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議
会
関
係
資
料
の
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
、
議
会
運
営

の
効
率
化
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の

推
進
、
感
染
症
対
策
等
を

目
的
に
、
端
末
導
入
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
様
の
シ
ス
テ
ム
は
、

県
内
で
は
桶
川
市
、
久
喜

市
、
鴻
巣
市
、
秩
父
市
、

本
庄
市
他
、
多
数
の
自
治

体
で
導
入
済
み
ま
た
は
導

入
予
定
で
す
。

　
将
来
的
に
は
、
リ
モ
ー

ト
会
議
や
防
災
時
活
用
等

へ
の
展
開
も
可
能
で
す
。

　
業
者
選
定
は
、
公
募
型

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ

り
決
定
し
、
3
月
ま
で
に

１
０
５
台
の
端
末
が
導
入

さ
れ
ま
す
。

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
の
一
つ
と
し
て
、
町
内

小
中
学
校
に
、
65
型
の
大

型
テ
レ
ビ
が
冬
休
み
明
け

の
１
月
か
ら
設
置
さ
れ
る

予
定
と
な
り
ま
し
た
。

　
学
習
用
端
末
の
１
人
１

台
導
入
と
連
動
し
た
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
に
寄

与
す
る
も
の
で
す
。

　
学
習
用
端
末
は
３
月
ま

で
に
整
備
さ
れ
る
予
定
で

す
。
こ
れ
か
ら
学
習
用
端

末
と
大
型
テ
レ
ビ
を
使
っ

た
授
業
が
展
開
さ
れ
て
い

き
ま
す
。

　
な
お
、
大
型
テ
レ
ビ
は
、

一
般
競
争
入
札
で
町
内
業

者
が
落
札
し
ま
し
た
。

問
テ
レ
ビ
の
仕
様
・
保

証
内
容
は
。

答答
国
産
、
４
Ｋ
対
応
、

５
年
保
証
と
な
っ
て
い
る
。

ペーパーレスの推進
三役他職員 85 台、議会 20 台
計 105 台のタブレット端末導入

各教室に大型テレビ
全小中学校教室に配置

契約額
	１,７２５万円

契約額
	２,０２４万円
（5年分）

大型テレビの導入により授業の様子も変わります

コロナ対応交付金活用

コロナ対応交付金活用

町
選
挙
管
理
委
員

会
委
員
・
補
充
員

を
選
出

　
任
期
満
了
に
伴
う
、
町
選

挙
管
理
委
員
会
委
員
お
よ
び

同
補
充
員
の
選
挙
を
行
い
ま

し
た
。

　
選
挙
の
結
果
、
次
の
方
々

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

◇
委
員

　
鈴
木　
宗
治
（
南
）

　
津
布
子
三
郎
（
栄
）

　
西
川　
慶
一
（
中
央
）

　
齋
藤　
和
郎
（
北
）

◇
補
充
員

　
樋
口　
町
子
（
中
央
）

　
川
田　
茂　
（
南
）

　
間
々
田
秀
幸
（
栄
）

　
清
水　
壽
明
（
北
）

―
敬
称
略
―

定例会議案概要等
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〈12月定例会〉議案一覧及び審議結果
議案番号等 議案名等と主な内容 審議結果

町
長
提
出
議
案

人
事

第81号
議案

伊奈町教育委員会の委員の任命について
◦�教育委員会の委員の澤田誠一氏の任期が令和２年 12月 21日で満了となるため、後任に三國
隆夫氏を任命することについて同意を求める。

全会
一致 同意

第82号
議案

伊奈町公平委員会の委員の選任について
◦�公平委員会の委員の長島晴夫氏の任期が令和２年 12月 21日で満了となるため、同氏を再選
任することについて同意を求める。

全会
一致 同意

条
例

第83号
議案

議会の議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例
◦�議会の議員の期末手当の支給率を 0.05 月分引き下げる。

全会
一致

原案
可決

第84号
議案

町長及び副町長の給与等に関する条例及び教育委員会教育長の給与等に関する条例の一部を
改正する条例
◦�町長、副町長及び教育長の期末手当の支給率を 0.05 月分引き下げる。

全会
一致

原案
可決

第85号
議案

伊奈町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
◦�人事院及び埼玉県人事委員会の勧告等に鑑み、町職員の期末手当の支給率を 0.05 月分引き下
げるとともに、会計年度任用職員の期末手当に関する特例を定める。

全会
一致

原案
可決

補
正
予
算

第86号
議案

令和２年度伊奈町一般会計補正予算（第８号）
◦�歳入歳出各 7,418 万７千円を追加し、補正後総額を 175 億 7,689 万円とするとともに、小
学校整備事業の繰越と地方債の補正。歳入では、社会保障・税番号制度システム整備費補助金、
感染症予防事業補助金、財政調整基金及び小学校整備事業債の増額など。歳出では、人事院勧
告による職員の期末手当の減額に対し、新型コロナウイルス感染症対策として保育支援 ICT導
入事業、PCR 検査体制を充実させる感染症対策事業、町立小中学校の修学旅行キャンセル料
等支援事業及び南小学校トイレ改修工事の増額など。

全会
一致

原案
可決

第87号
議案

令和２年度伊奈町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
◦�歳入歳出各 367万５千円を追加し、補正後総額を 39億 3,409 万８千円とする。職員人件費
及び地方税法等の改正に伴うシステム改修業務による事務費の増額など。

全会
一致

原案
可決

第88号
議案

令和２年度伊奈町中部特定土地区画整理事業特別会計補正予算（第２号）
◦�歳入歳出各 54万円を追加し、補正後総額を１億 5,491 万１千円とする。職員人件費の増額。

全会
一致

原案
可決

第89号
議案

令和２年度伊奈町介護保険特別会計補正予算（第３号）
◦�歳入歳出各 11万円を減額し、補正後総額を 25億 6,310 万２千円とする。職員人件費の減額。

全会
一致

原案
可決

条
例

第90号
議案

手数料及び使用料の額の適正化を図るための関係条例の整備に関する条例
◦�税務課や住民課が発行する証明書等の手数料及び体育施設等の使用料の額の適正化を図る。

賛成
多数
（注）

原案
可決

第91号
議案

伊奈町議会議員及び伊奈町長の選挙における選挙運動用自動車の使用等の公営に関する条例
◦�公職選挙法の改正に伴い、議会議員及び町長の選挙運動用自動車の使用、選挙運動用ビラの作
成及び選挙運動用ポスターの作成を公営とする。

全会
一致

原案
可決

第92号
議案

伊奈町国民健康保険税条例の一部を改正する条例
◦�地方税法等の改正に伴い、国民健康保険税の軽減に係る規定を整備する。

全会
一致

原案
可決

第93号
議案

伊奈町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
◦�厚生労働省令の改正に伴い、放課後児童支援員に必要な研修に中核市の長が実施する研修も追
加された。

全会
一致

原案
可決

第94号
議案

伊奈町介護保険条例及び伊奈町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例
◦�地方税法等の改正に伴い、介護保険料及び後期高齢者医療保険料に係る延滞金の割合の特例に
関する規定を改める。

全会
一致

原案
可決

審議結果
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議案番号等 議案名等と主な内容 審議結果

町
長
提
出
議
案

条
例

第95号
議案

上尾・伊奈ごみ処理広域化検討会議設置条例
◦�上尾市と伊奈町で共同で進める広域ごみ処理施設に資するため、関係市町のごみの分別、収集
を検討することを目的に、上尾・伊奈ごみ処理広域化検討会議を共同設置する。

全会
一致

原案
可決

第96号
議案

伊奈町火災予防条例の一部を改正する条例
◦�対象火気設備等の位置、構造及び管理並びに対象火気器具等の取扱いに関する条例の制定に関
する基準を定める省令の改正に伴い、急速充電設備の全出力の上限を 200Ｗまで拡大すると
ともに、火災予防上必要な措置を定める。

全会
一致

原案
可決

そ
の
他

第97号
議案

上尾・伊奈ごみ処理広域化検討会議共同設置規約に関する協議について
◦�上尾市と伊奈町が共同して上尾・伊奈ごみ処理広域化検討会議を設置することに関し、協議に
より規約を定める。

全会
一致

原案
可決

第98号
議案

町道路線の認定について
◦�内宿台二丁目60番14地先〜内宿台二丁目60番３地先の路線は、一般交通の用に供するため、
新たに町道第 6310号線として認定する。

全会
一致

原案
可決

第99号
議案

財産の取得について
◦�ＧＩＧＡスクール構想における町立小中学校大型提示装置等（65インチ液晶テレビ、キャス
ター付きディスプレイスタンド、ＨＤМＩケーブル）98台を 1,724 万８千円でイナブングか
ら購入する。

全会
一致

原案
可決

第100号
議案

公の施設の指定管理者の指定について
◦�総合センターの施設管理業務について、指定管理者の指定をする。引き続き「アイル・オーエ
ンスグループ」を指定管理者とする。

全会
一致

原案
可決

第101号
議案

財産の取得について（タブレット端末）
◦�議会関係資料のペーパーレス化と議会運営の効率化を図るため、ペーパーレス会議システム導
入タブレット端末 105台を 2,023 万 9,450 円で東京インタープレイ株式会社から購入する。

全会
一致

原案
可決

第102号
議案

財産の取得について（学習用端末）
◦�ＧＩＧＡスクール構想における町立小中学校学習用端末等 4,130 台を２億 1,010 万円で株式
会社エーティーエルシステムズ北関東オフィスから購入する。

全会
一致

原案
可決

議
員
提
出

規
則
議第5号
議案

伊奈町議会会議規則の一部を改正する規則
◦�議会においてタブレット端末を使用するにあたり、その取扱いを規定するとともに、一般質問
の質疑の回数を見直す。

全会
一致

原案
可決

（注）全会一致でないものは下記のとおり、全会一致のものは議員ごとの賛否の表示は省略します

賛否がわかれた議案の審議結果� ○…賛成　　●…反対
議員名

議案名

武
藤　

倫
雄

髙
橋
ま
ゆ
み

山
野　

智
彦

大
野　

興
一

栗
原　

惠
子

戸
張　

光
枝

藤
原　

義
春

五
味　

雅
美

上
野　

尚
德

上
野　

克
也

永
末　

厚
二

大
沢　
　

淳

佐
藤　

弘
一

青
木　

久
男

村
山　

正
弘

山
本　

重
幸

結�

果

第90号議案 手数料及び使用料の額の適正化を図るための
関係条例の整備に関する条例 ○○○●○○○●○○○●○○－○原案

可決
（注）議長「－」は議事進行を行うため、賛否の表明はしません

第
90
号
議
案

手
数
料
及
び
使
用
料
の
額

の
適
正
化
を
図
る
た
め
の

関
係
条
例
の
整
備
に
関
す

る
条
例

反
対
討
論

大
沢　
　
淳

　

引
き
上
げ
ら
れ
る
料
金

は
24
項
目
と
広
範
囲
で
、

住
民
へ
の
影
響
は
小
さ
く

な
い
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
生

活
不
安
の
も
と
で
、
こ
の

よ
う
な
負
担
増
は
町
政
へ

の
信
頼
低
下
に
つ
な
が
り

か
ね
な
い
。

賛
成
討
論

武
藤　
倫
雄

　

こ
れ
ま
で
消
費
税
導
入

や
維
持
管
理
費
等
の
増
加

が
あ
っ
た
中
で
も
長
年
据

え
置
か
れ
て
き
た
。
今
後

も
良
好
な
住
民
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
、
社
会
保
障
を

維
持
し
続
け
て
い
く
た
め

に
は
必
要
で
あ
る
。

討 論

審議結果・討論
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一
般
会
計

歳
入

問
町
民
税
法
人
分
を
増

収
す
る
に
は
、
町
内
の
企

業
規
模
で
、
で
き
る
仕
事

は
全
て
町
内
業
者
に
発
注

す
る
べ
き
で
あ
る
。

答答
町
内
事
業
者
の
活
性

化
を
考
え
Ｂ
Ｕ
Ｙ
伊
奈
を

進
め
、
発
注
機
会
、
受
注

機
会
を
増
や
す
。

問
ふ
る
さ
と
寄
付
金
に

つ
い
て
、
町
民
か
ら
他
の

ＲＰＡ※1 導入により、
業務時間２９０時間削減！

令和元年度 決算を認定
一般会計
歳　　入

一般会計
歳　　出

119 億 7,275 万３千円
（前年度 119 億 5,531 万７千円）

115 億 9,903 万８千円
（前年度 113 億 8,935 万２千円）

　令和元年度決算は、議長、監
査委員を除く議員で構成された
決算特別委員会（審査日 10 月
28 日・29 日）で審査し、12
月定例会初日の本会議において
採決し、全て認定しました。

令和元年度決算認定についての会計一覧及び審議結果
会計名 審議結果

決　
算

一般会計 全会一致 認定
国民健康保険特別会計 全会一致 認定
公共下水道事業特別会計 全会一致 認定
中部特定土地区画整理事業特別会計 全会一致 認定
介護保険特別会計 全会一致 認定
後期高齢者医療特別会計 全会一致 認定
水道事業会計 全会一致 認定

※ 補 足
※１　RPA… ロボティック・プロセス・オートメーショ

ンの略で、作業プロセス自動化技術の一
種

※２　扶助費… 児童福祉費、社会福祉費、老人福祉費
などで、27 億 8,492 万６千円（1 億
4,952 万 3 千円増）

※３　物件費… ほとんど委託料が占めた。23 億 3,301
万２千円（1 億 3,816 万９千円増）

自
治
体
へ
の
寄
付
に
よ
っ

て
減
収
し
た
町
税
額
は
。

答答
町
に
入
る
べ
き
で
あ

っ
た
税
額
は
昨
年
度
、
４

５
２
２
万
２
千
円
。

歳
出

問
Ｒ
Ｐ
Ａ
導
入
支
援
事

業
の
ラ
イ
セ
ン
ス
内
容
と

効
果
は
。

答答
ラ
イ
セ
ン
ス
は
１
年

間
。
現
状
、
３
課
で
６
業

務
を
運
用
し
、
財
務
会
計

シ
ス
テ
ム
へ
の
エ
ク
セ
ル

か
ら
の
自
動
転
記
、
帳
票

出
力
、
グ
ル
ー
プ
ウ
エ
ア

上
の
メ
ー
ル
保
存
な
ど
の

定
型
的
作
業
を
自
動
化
。

令
和
元
年
度
の
実
績
と
し

て
導
入
前
、
約
４
２
０
時

間
か
か
っ
て
い
た
事
務
が
、

導
入
後
１
３
０
時
間
と
な

り
、
約
２
９
０
時
間
の
削

減
と
な
っ
た
。

民
生
費

問
障
害
者
虐
待
防
止
セ

ン
タ
ー
へ
の
通
報
や
相
談

件
数
は
。

答答
虐
待
の
取
扱
件
数
は
、

平
成
30
年
度
は
２
件
、
令

和
元
年
度
は
４
件
。

　
相
談
件
数
は
、
平
成
30

年
度
は
31
件
、
令
和
元
年

度
は
１
１
３
件
。

衛
生
費

問
上
尾
伊
奈
つ
つ
じ
苑

管
理
運
営
事
業
に
つ
い
て
、

斎
場
管
理
運
営
負
担
金
が

前
年
度
は
１
４
５
６
万
４

千
円
で
、
今
年
度
は
１
２

８
９
万
６
千
円
。
減
額
理

由
は
。

答答
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
の

更
新
等
の
高
額
な
工
事
が

あ
っ
た
。
令
和
元
年
度
は

高
額
な
工
事
が
な
か
っ
た
。

農
林
水
産
業
費

問
樹
園
地
が
特
に
減
少

し
て
い
る
。
活
性
化
と
飲

食
店
と
の
連
携
は
。

答答
梨
や
ブ
ド
ウ
の
生
産

者
は
高
齢
化
を
迎
え
た
農

家
が
多
く
後
継
者
問
題
が

あ
る
。
今
後
の
利
用
形
態

に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
た
い
。
圃ほ

場
を

貸
し
て
も
よ
い
等
あ
れ
ば

積
極
的
に
方
法
を
考
え
て

い
く
。
来
年
、
町
の
圃
場

で
就
農
予
定
者
が
一
人
い

る
の
で
応
援
す
る
。
飲
食

主
な
質
疑

■歳入決算構成比

繰入金
（0.1%）

繰越金
（4.7%）

町債（6.2%）

地方交付税（7.2%）
国・県支出金
（19.7%）

その他
（13.5%）

町税（48.6%）

■歳出目的別 決算構成比 議会費（1.1％）

総務費
（15.2％）

民生費
（41.5％）

衛生費（8.9％）
農林水産業費（0.7％）
商工費（1.1％）
土木費（6.7％）

消防費（5.1％）

教育費（10.2％）
公債費（9.5％）

■性質別歳出 決算構成比

人件費
（21.9％）

扶助費※2
（24.0％）

公債費（9.5％）

物件費※3
（20.1％）

維持補修費（1.6％）

貸付金
（0.1％）
積立金
（3.2％）

繰出金（10.7％）
普通建設事業費（3.9％）

補助費等
（5.0％）

決算特別委員会
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店
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

つ
い
て
は
、
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
計
画
に
基
づ
き
対
応

し
応
援
す
る
。

商
工
費

問
消
費
生
活
セ
ミ
ナ
ー

の
内
容
と
啓
発
品
の
内
訳
、

相
談
の
主
な
内
容
は
。

答答
セ
ミ
ナ
ー
は
年
２
回

開
催
。
１
回
目
が
遺
産
相

続
に
つ
い
て
。
２
回
目
が

終
活
に
つ
い
て
。
啓
発
品

は
、
く
ら
し
の
豆
知
識
本

を
１
０
０
冊
と
除
菌
ア
ル

コ
ー
ル
ジ
ェ
ル
を
２
０
０

個
作
成
。
消
費
生
活
相
談

は
、
昨
年
度
１
７
１
件
。

主
な
相
談
内
容
は
、
契
約

や
解
約
に
つ
い
て
。

土
木
費

問
小
規
模
舗
装
修
繕
工

事
に
１
１
４
２
万
円
の
支

出
。
大
型
車
両
に
適
応
し

て
い
な
い
構
造
基
準
の
道

路
へ
の
通
行
な
ど
で
道
路

が
傷
み
、
毎
年
修
繕
費
が

か
か
る
。
事
業
者
へ
の
注

意
喚
起
や
看
板
設
置
な
ど

防
止
策
を
講
じ
て
い
る
か
。

答答
生
活
道
路
は
大
型
車

両
の
頻
繁
な
通
行
を
想
定

し
て
い
な
い
。
道
路
状
況

に
あ
っ
た
修
繕
を
行
っ
て

い
る
が
、
予
算
の
範
囲
内

で
、
応
急
的
な
も
の
と
な

る
。
徐
行
や
、
一
時
停
止

な
ど
の
表
示
関
係
は
、
交

通
規
制
が
か
か
る
の
で
、

警
察
と
相
談
し
研
究
す
る
。

消
防
費

問
救
急
救
命
士
育
成
事

業
で
、
職
員
の
基
準
数
88

人
は
救
急
救
命
士
も
含
め

て
88
人
と
い
う
基
準
な
の

か
。
ま
た
救
急
救
命
士
の

基
準
値
は
。

答答
救
急
救
命
士
を
含
め

た
数
。
救
急
救
命
士
を
設

置
す
る
基
準
は
特
に
な
い
。

問
救
急
救
命
士
は
、
59

名
の
中
で
何
人
い
る
か
。

答答
救
急
救
命
士
は
24
名
。

教
育
費

問
伊
奈
氏
屋
敷
跡
航
空

レ
ー
ザ
ー
測
量
業
務
委
託

料
３
６
５
万
２
千
円
の
測

量
範
囲
と
成
果
物
は
。
ま

た
、
成
果
物
を
町
が
使
用

し
た
場
合
な
ど
パ
テ
ン
ト

料
は
発
生
す
る
の
か
。

答答
測
量
業
務
の
範
囲
は

伊
奈
氏
屋
敷
跡
全
域
を
カ

バ
ー
し
て
い
る
。
成
果
品

は
、
３
次
元
の
計
測
デ
ー

タ
等
が
納
品
さ
れ
今
後
、

調
査
研
究
が
進
み
、
伊
奈

氏
屋
敷
跡
の
全
体
像
の
復

元
や
３
Ｄ
印
刷
を
す
る
と

き
は
、
デ
ー
タ
を
使
え
ば

復
元
可
能
に
な
る
。
費
用

は
、
模
型
等
を
作
る
際
は

必
要
に
な
る
が
、
３
Ｄ
プ

リ
ン
タ
ー
等
で
簡
易
的
に

印
刷
す
る
場
合
は
、
費
用

は
発
生
し
な
い
。

財
産
に
関
す
る
調
書

問
地
上
権
と
し
て
図
書

館
、
高
齢
者
等
社
会
福
祉

施
設
用
地
、
同
じ
く
伊
奈

町
が
権
利
設
定
者
と
し
て

登
記
さ
れ
て
い
る
水
道
庁

舎
の
施
設
用
地
の
３
つ
に
、

地
上
権
の
設
定
が
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
賃
貸
借

契
約
が
60
年
間
と
い
う
契

約
だ
が
、
こ
の
３
つ
の
施

設
で
購
入
の
検
討
、
も
し

く
は
既
に
交
渉
し
て
い
る

も
の
は
あ
る
か
。

答答
今
の
と
こ
ろ
、
検
討

し
て
い
な
い
。

国
民
健
康
保
険

問
賦
課
徴
収
事
務
の
経

費
負
担
は
一
般
会
計
か
ら

あ
る
の
か
。

答答
人
件
費
や
賦
課
調
定

に
か
か
る
需
用
費
や
役
務

費
な
ど
は
一
般
会
計
か
ら

繰
り
入
れ
て
い
る
。

公
共
下
水
道
事
業

問
工
事
請
負
費
が
予
算

対
比
で
７
割
を
切
る
が
、

工
事
自
体
は
計
画
通
り
実

施
で
き
た
か
。

答答
予
定
の
箇
所
は
施
行

済
み
だ
。
取
付
管
設
置
事

業
に
つ
い
て
は
予
算
よ
り

も
申
請
が
大
幅
に
少
な
か

っ
た
た
め
不
用
額
が
多
か

っ
た
。

中
部
特
定
土
地

区
画
整
理
事
業

問
従
前
地
分
筆
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
、

費
用
、
実
施
件
数
は
。

答答
平
成
20
年
か
21
年
頃
。

換
地
変
更
業
務
委
託
料
が

２
５
２
万
７
千
円
、
杭
を

入
れ
る
費
用
が
昨
年
度
５

９
４
万
２
千
円
。
令
和
元

年
度
の
従
前
地
分
筆
の
件

数
は
60
画
地
と
な
る
。

介
護
保
険

問
介
護
事
業
全
体
の
成

果
と
し
て
要
介
護
度
が
改

善
し
た
方
の
人
数
と
改
善

し
た
度
数
の
総
和
は
。

答答
認
定
者
１
４
７
３
人

の
う
ち
令
和
元
年
度
に
３

年
間
の
経
過
を
経
て
更
新

を
迎
え
た
方
が
全
体
で
７

６
８
名
。
そ
の
う
ち
、

軽
度
へ
変
更
と
な
っ

た
方
は
１
２
７
名
で

16
・
５
％
。
い
き
い

き
脳
力
教
室
や
ロ
コ

ラ
ジ
サ
ロ
ン
な
ど
に

参
加
し
た
方
に
つ
い

て
追
跡
調
査
を
し
た

と
こ
ろ
、
80
％
の
方

が
現
状
維
持
あ
る
い

は
軽
度
の
変
更
と
い

う
結
果
か
ら
、
介
護

予
防
事
業
の
効
果
は

あ
っ
た
も
の
と
考
え

て
い
る
。

水
道
事
業

問

配
水
管
の
耐
用

年
数
は
、
80
年
と
聞

く
が
固
定
資
産
に
載
っ
て

い
る
の
か
。
固
定
資
産
で

あ
れ
ば
構
築
物
か
何
か
に

な
る
と
思
う
が
、
10
年
か

ら
60
年
と
書
い
て
あ
る
。

本
当
に
80
年
で
間
違
い
な

い
か
。

答答
固
定
資
産
に
計
上
し

て
い
る
。
減
価
償
却
の
期

間
は
40
年
で
、
今
、
布
設

替
え
を
し
て
い
る
も
の
は

80
年
程
度
も
つ
だ
ろ
う
と

言
わ
れ
て
い
る
。

決算特別委員会

No.1907



よ
う
な
季
節
を
迎
え
増
額

を
お
願
い
し
た
い
。

●
使
用
料
等
の
適
正
化

問

窓
口
で
の
手
数
料
の

一
部
や
運
動
施
設
の
使
用

料
を
施
設
に
応
じ
て
値
上

げ
す
る
が
、
今
回
の
値
上

げ
で
町
の
増
収
分
は
ど
の

く
ら
い
か
。

答

例
年
並
み
の
利
用
と

し
て
住
民
課
と
税
関
係
で

1
9
0
万
円
、
使
用
料
は

記
念
公
園
と
丸
山
ス
ポ
ー

ツ
広
場
で
2
2
9
万
円
。

問

増
額
分
で
施
設
の
維

持
管
理
を
賄
え
る
の
か
。

答

増
額
分
は
そ
の
費
用

の
一
部
と
な
る
。

問

今
回
の
見
直
し
の
根

拠
は
何
か
。

答

記
念
公
園
は
昭
和
54

年
の
開
始
か
ら
、
丸
山
ス

ポ
ー
ツ
広
場
は
平
成
13
年

の
竣
工
以
来
、
ま
た
手
数

　
町
長
提
出
議
案
は
７
件

付
託
さ
れ
ま
し
た
。

●
一
般
会
計
補
正
予
算

（
8
号
）

問

今
回
の
補
正
に
は
コ

ロ
ナ
禍
対
応
臨
時
交
付
金

第
2
次
分
は
充
当
さ
れ
て

い
る
の
か
。

答

交
付
額
3
億
円
余
り

料
は
昭
和
62
年
以
来
改
訂

し
て
い
な
い
。
本
来
こ
れ

ら
は
受
益
者
負
担
が
原
則

で
あ
る
た
め
、
そ
の
適
正

化
を
図
る
も
の
だ
。

●
選
挙
の
公
営
に
関
す
る

条
例

問

公
職
選
挙
法
の
改
正

に
よ
り
町
も
市
並
み
に
選

挙
公
営
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
今
回
の
条
例
で
は
、

町
議
会
議
員
選
挙
で
の
町

の
負
担
増
は
い
く
ら
と
な

る
か
。

答

選
挙
カ
ー
、
ポ
ス
タ

ー
制
作
費
、
そ
れ
に
ビ
ラ

の
代
金
が
新
た
に
加
わ
り
、

立
候
補
者
20
人
と
し
て
最

大
1
5
0
0
万
円
ほ
ど
の

増
に
な
る
。

で
内
示
は
あ
る
が
未
交
付

だ
。
入
金
分
は
来
年
3
月

議
会
で
財
源
内
訳
の
変
更

を
す
る
。

問

消
防
費
で
時
間
外
勤

務
手
当
3
5
0
万
円
増
額

の
要
因
は
何
か
。

答

10
月
ま
で
の
半
年
で

執
行
状
況
が
70
%
と
な
っ

た
。
火
災
等
が
増
加
す
る

手数料 使用料 適正化 総
務
建
設
産
業
常
任
委
員
会

一
般
会
計
の
歳
入
全
般
、
行
政
施
策
の
総
合
企
画
調
整
、
行
財
政
運
営
、
情
報
公
開
、
職
員
、

交
通
安
全
、
防
犯
、
防
災
、
町
税
の
賦
課
徴
収
、
住
民
相
談
、
消
防
、
救
急
、
農
業
、
商
工
業
、

区
画
整
理
、
道
路
河
川
、
公
共
下
水
道
、
水
道
事
業
、
建
築
関
係 

所管事項

使用料が見直されるナイター設備のある記念公園野球場

●
指
定
管
理
者
候
補
者
の

選
定
結
果
に
つ
い
て

　
伊
奈
町
総
合
セ
ン
タ
ー

等
の
指
定
管
理
者
の
公
募

に
、
2
団
体
か
ら
応
募
が

あ
り
、
ア
イ
ル
・
オ
ー
エ

ン
ス
グ
ル
ー
プ
が
選
定
さ

れ
た
。

問

補
欠
候
補
者
A
社
の

名
称
、
審
査
項
目
、
点
数

を
聞
き
た
い
。

答

そ
れ
ら
は
す
べ
て
、

公
表
し
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

問

選
定
理
由
は
な
に
か
。

答

ア
イ
ル
・
オ
ー
エ
ン

ス
の
方
が
う
ま
く
対
処
し

て
き
た
実
績
を
ア
ピ
ー
ル

し
、
さ
ら
に
プ
ラ
ス
ア
ル

フ
ァ
ー
を
加
え
た
提
案
を

さ
れ
た
よ
う
に
感
じ
た
。

常任委員会
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●
国
保
の
シ
ス
テ
ム
改
修

問

改
修
内
容
は
。

答

税
制
改
正
で
、
基
礎

控
除
増
額
に
伴
っ
て
国
保

税
の
軽
減
等
、
影
響
す
る

部
分
を
改
修
す
る
。

●
放
課
後
児
童
支
援
員
の

研
修
対
象
に
中
核
市
も

問

広
げ
る
理
由
は
。

答

中
核
市
で
開
催
の
研

修
も
対
象
に
す
る
こ
と
で
、

受
講
の
機
会
が
増
え
る
。

●
上
尾
伊
奈
ご
み
処
理
広

域
化
検
討
会
議
の
設
置

問

分
別
収
集
の
変
更
は
。

答

上
尾
市
と
伊
奈
町
で

違
う
の
で
、
統
一
に
向
け

て
検
討
す
る
。
分
別
次
第

で
焼
却
炉
の
規
模
が
変
わ

る
。
伊
奈
町
と
し
て
は
再

資
源
化
を
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
き
た
。

問

委
員
の
構
成
は
。

　
町
長
提
出
議
案
は
９
件

付
託
さ
れ
ま
し
た
。

●
P
C
R
検
査
の
補
助

問

事
業
内
容
は
。

答

65
歳
以
上
や
基
礎
疾

患
の
あ
る
無
症
状
の
人
に

は
、
自
己
負
担
5
千
円
で

P
C
R
検
査
が
で
き
る
。

補
助
は
1
回
限
り
。
町
内

7
医
療
機
関
で
実
施
。

問

発
熱
時
の
場
合
は
。

答

発
熱
し
た
場
合
に
は
、

県
指
定
の
町
内
の
8
医
療

機
関
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
と
新
型
コ
ロ
ナ
両
方
の

診
療
・
検
査
が
で
き
る
。

保
険
適
用
で
補
助
は
な
い
。

●
修
学
旅
行
キ
ャ
ン
セ
ル

料
支
援

問

行
事
の
実
施
状
況
は
。

答

修
学
旅
行
は
2
小
学

校
が
未
実
施
で
、
12
月
と

3
月
に
予
定
し
て
い
る
。

答

識
見
を
有
す
る
者
、

廃
棄
物
減
量
等
推
進
委
員
、

消
費
者
団
体
、
現
施
設
の

地
元
代
表
、
新
施
設
の
地

元
代
表
が
上
尾
・
伊
奈
各

1
名
ず
つ
と
、
学
識
経
験

者
、
関
係
機
関
職
員
各
1

名
ず
つ
の
計
12
名
。

問

費
用
の
分
担
は
。

答

報
酬
、
費
用
弁
償
、

会
議
費
、
運
搬
費
、
郵
便

料
金
な
ど
が
折
半
に
な
る
。

●
保
育
所
に
I
C
T
導
入

問

事
業
内
容
は
。

答

児
童
の
登
降
園
管
理
、

保
護
者
へ
の
連
絡
、
体
温

管
理
も
で
き
る
。

林
間
学
校
は
未
実
施
の
1

中
学
校
が
来
年
度
に
延
期
、

4
小
学
校
は
中
止
し
て
代

替
行
事
を
検
討
中
だ
。

問

キ
ャ
ン
セ
ル
料
は
。

答

延
期
に
よ
る
ホ
テ
ル

の
変
更
な
ど
に
よ
る
も
の
。

国
の
交
付
金
で
対
応
す
る
。

●
南
小
学
校
の
ト
イ
レ
改

修
工
事

問

財
源
変
更
の
内
容
は
。

答

工
事
の
延
期
に
よ
る

単
価
の
訂
正
と
、
一
般
財

源
を
地
方
債
に
変
え
る
。

●
国
保
職
員
の
時
間
外

問

時
間
外
の
見
込
み
は
。

答

新
型
コ
ロ
ナ
関
係
と
、

区
画
整
理
事
業
の
町
名
変

更
作
業
で
、
一
人
当
た
り

月
に
40
〜
60
時
間
ほ
ど
を

見
込
む
。

PCR検査に補助
文
教
民
生
常
任
委
員
会

委員会での質問と答弁の一部を要約したものです。

町
民
の
諸
証
明
、
国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
、
医
療
、
予
防
接
種
、
各
種
検
診
、
社
会
福
祉
、

児
童
福
祉
、
母
子
福
祉
、
保
育
、
子
育
て
支
援
、
人
権
、
環
境
衛
生
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育
、

生
涯
学
習
、
学
校
給
食
関
係

所管事項

南保育所でもICTにより、登降園管理をカードで行うことが
できるようになります

委員会レポート

常任委員会
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そそこがこが

聞聞きたいきたい

一般質問 13人が登壇
議員が町政全般または特定の事項について、町の見解を問
い質

た だ

します。12月定例会では、13人の議員が質問しました。
主な質疑応答を、質問した議員が要約して掲載します。
なお、会議中の発言と答弁の詳細は、伊奈町議会ホームペ
ージおよび図書館にある会議録でご覧になれます。

ページ 質問議員 質問事項

11 戸 張 光 枝
◦続くコロナ禍、キャッシュレス決済で｢い〜なエ〜ル｣
◦孤育てを見守るオンライン相談窓口開設と家庭訪問型支援「ホームスタート」
導入を

11 武 藤 倫 雄
◦街区公園の果たす役割と町民生活にもたらす効果をどのように評価しているか
◦街区公園がない既存市街地についての見解は
◦子どもが自転車の練習をできる場所づくりが必要と考えるが

12 栗 原 惠 子
◦学習者用デジタル教科書について
◦子ども食堂とフードパントリーについて　
◦認知症との共生について

12 大 沢 　 淳

◦ニューシャトル駅の駐輪場の整備　
◦｢伊奈町児童虐待死亡事例検証報告書｣の提言を受けて
◦児童扶養手当の現況届の手続き改善　
◦地域経済の振興策と企業誘致の展望
◦コロナ禍におけるスポーツ振興

13 大 野 興 一 ◦介護保険制度がはじまってから20年にあたり、第８期介護保険計画策定について
◦学校部活動の社会教育への移行の見通しについて

13 永 末 厚 二 ◦地域包括ケアシステムについて
◦公共施設の運用等について

14 上　野　尚　德 ◦新型コロナウイルス感染・再拡大に対する対応について
◦伊奈町まち・ひと・しごと創生総合戦略について

14 髙 橋 ま ゆ み
◦上尾伊奈新環境センター整備事業について
◦都市計画道路上尾伊奈線整備に関連する渋滞緩和対策
◦環境課題に対する町のサポートを

15 藤 原 義 春
◦伊奈町の水害防止について　　
◦コロナによる歳入の減少について
◦子育て世代への支援について　
◦いじめと不登校について

15 佐 藤 弘 一 ◦プレミアム付商品券について

16 五 味 雅 美
◦コロナ禍にふさわしい国民健康保険に　
◦ごみ処理施設候補地の環境保護を
◦公園整備の今後について　
◦子ども広場について

16 青 木 久 男
◦新型コロナウイルス感染状況と感染症に関する臨時交付金対応事業について
◦コロナ禍での学校行事等への影響について
◦町制施行50周年記念事業について
◦公共施設（文化・体育・福祉）の相互利用について

17 山 野 智 彦 ◦伊奈町一般会計における「委託料」の増大について
◦水道事業会計における現預金の活用方法について

一般質問

10



家
庭
訪
問
型
支
援
「
ホ
ー

ム
ス
タ
ー
ト
」
導
入
を

問
多
胎
児
世
帯
支
援
は
。

答答
令
和
３
年
度
か
ら
実

施
予
定
の
産
後
ケ
ア
事
業

で
出
産
後
1
年
以
内
の
心

身
に
不
調
の
あ
る
母
子
に

対
し
て
助
産
師
等
の
看
護

職
が
中
心
で
家
庭
訪
問
し

相
談
、
助
言
や
産
後
ケ
ア

街
区
公
園
が
無
い
地
域

問
既
存
市
街
地
で
あ
る

南
本
区
、
志
久
区
、
丸
山

区
に
は
街
区
公
園
が
無
く

下
郷
区
に
は
小
規
模
な

「
下
郷
公
園
」
の
み
で
あ

る
。
見
解
は
ど
う
か
。

答答
街
区
公
園
の
ほ
と
ん

ど
は
区
画
整
理
事
業
に
お

い
て
築
造
さ
れ
た
。
区
画

を
実
施
す
る
。

問
コ
ロ
ナ
禍
で
、
子
育

て
支
援
拠
点
に
足
を
運
べ

な
い
方
や
家
庭
訪
問
を
躊
ち
ゅ
う

躇ち
ょ
さ
れ
る
方
の
た
め
に
相

談
先
の
顔
が
見
え
、
安
心

感
の
あ
る
子
育
て
オ
ン
ラ

イ
ン
相
談
窓
口
開
設
は
。

答答
利
用
者
が
施
設
ま
で

出
向
か
ず
に
相
談
等
が
受

整
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い

区
域
で
不
便
を
感
じ
ら
れ

る
方
々
が
い
る
の
は
認
識

し
て
い
る
。

公
園
設
置
に
つ
い
て

問
設
置
の
課
題
と
今
後

の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答答
公
園
整
備
に
は
高
額

な
費
用
が
必
要
と
な
る
た

め
新
た
な
公
園
整
備
は
非

け
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
の
で
検
討
す
る
。

問
先
輩
マ
マ
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
家
庭
訪
問
す
る

「
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
」
。

１
０
０
を
超
え
る
自
治
体

が
導
入
。
当
町
も
実
施
し

地
域
で
見
守
り
を
。

答答
実
施
自
治
体
の
状
況

を
研
究
す
る
。

続
く
コ
ロ
ナ
禍
、キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
で「
い
〜
な

エ
ー
ル
」を

問
今
回
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
商
品
券
を
購
入
で
き
な

か
っ
た
方
、
ま
た
、
1
冊

5
千
円
か
ら
購
入
と
い
う

縛
り
も
あ
る
。
そ
の
点
、

融
通
が
利
く
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
、
3
密
を
避
け

新
し
い
生
活
様
式
に
も
対

応
で
き
る
消
費
活
性
化
事

業
の
実
施
は
。

答答
研
究
す
る
。

常
に
難
し
い
。
今
後
は
個

人
の
方
か
ら
公
園
用
地
の

寄
附
等
が
あ
っ
た
場
合
に

は
検
討
す
る
。

問
そ
の
よ
う
な
見
解
と

取
り
組
み
で
十
分
か
。

答答
公
園
に
準
じ
た
活
用

が
で
き
る
よ
う
水
路
の
上

面
や
新
幹
線
高
架
下
等
の

整
備
を
検
討
す
る
。

自
転
車
の
練
習
場
所

問
自
転
車
の
練
習
が
出

来
る
場
所
が
な
い
地
域
が

あ
る
。
行
政
と
企
業
や
団

体
、
住
民
が
協
働
し
て
場

所
づ
く
り
が
出
来
る
よ
う

働
き
か
け
て
は
ど
う
か
。

答答
街
づ
く
り
に
お
い
て

「
市
民
協
働
」
は
極
め
て

重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

町
内
に
は
、
地
域
貢
献
活

動
に
取
り
組
み
た
い
と
考

え
て
い
る
企
業
も
あ
る
と

思
う
の
で
、
町
商
工
会
等

を
通
じ
て
話
し
て
み
る
。

孤
育
て
を
見
守
る
体
制
構
築
を

近
所
に
公
園
が
な
い
地
域
に
つ
い
て

キャッシュレス決済は感染症防止にもつ
ながります

健康・災害対策に有効な街区公園

戸と

張ば
り 

光み
つ

枝え  

議
員

武む

藤と
う 

倫み
ち

雄お  

議
員

一般質問

No.19011



問
町
の
考
え
方
は
。

答答
紙
の
教
科
書
と
デ
ジ

タ
ル
教
科
書
の
そ
れ
ぞ
れ

の
特
色
を
生
か
し
、
併
用

に
よ
る
授
業
の
展
開
や
、

学
習
内
容
・
学
習
方
法
を

設
定
し
、
目
的
に
応
じ
て

両
教
科
書
を
効
果
的
に
活

用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
が
重
要
。

問
混
雑
し
て
い
る
駐
輪

場
の
拡
張
を
。

答答
利
用
状
況
調
査
を
実

施
し
た
。
今
後
も
利
用
状

況
を
見
守
り
、
必
要
な
対

策
を
講
じ
た
い
。

児
童
虐
待
再
発
防
止

問
要
保
護
・
要
支
援
児

童
数
は
。

答答
平
成
22
年
度
が
５
人
。

問
導
入
は
い
つ
か
ら
か
。

答答
教
科
書
の
使
用
は
国

の
基
準
等
で
決
ま
る
の
で

国
で
行
う
実
証
研
究
や
有

識
者
の
検
討
会
議
の
内
容

を
見
極
め
準
備
を
進
め
る
。

問
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を

活
用
す
る
教
師
に
求
め
ら

れ
る
資
質
や
能
力
は
。
ま

た
、
向
上
を
図
る
に
は
。

27
年
度
が
34
人
。
令
和
２

年
度
は
10
月
末
で
77
人
。

問
伊
奈
町
で
亡
く
な
っ

た
児
童
は
保
育
施
設
を
利

用
し
て
い
な
か
っ
た
。
同

様
の
子
ど
も
の
把
握
を
。

答答
４
歳
児
と
５
歳
児
で

合
計
69
名
と
推
察
さ
れ
る
。

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届

問
ひ
と
り
親
の
プ
ラ
イ

答答
教
材
研
究
・
評
価
等

に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
能

力
や
児
童
生
徒
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
を
指
導
す
る
能
力
等

が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

の
能
力
の
実
態
を
把
握
し
、

バ
ラ
ン
ス
良
く
身
に
付
け

ら
れ
る
よ
う
計
画
的
に
研

修
を
行
い
、
現
場
で
の
教

育
実
践
等
を
積
み
重
ね
て

い
く
事
が
効
果
的
で
あ
る
。

認
知
症
と
の
共
生

問
仮
称
「
認
知
症
に
な

っ
て
も
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
条
例
」
を
県
内
他
市
町

村
に
先
駆
け
て
制
定
を
。

答答
今
後
の
急
速
な
高
齢

化
を
見
据
え
、
町
、
町
民
、

関
係
機
関
等
が
一
体
と
な

っ
て
、
認
知
症
の
人
に
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
む
た
め
基
本
条
例
の

制
定
を
検
討
す
る
。

＊
そ
の
他
、
子
ど
も
食
堂

に
つ
い
て
の
質
問
を
し
た
。

バ
シ
ー
や
心
情
に
配
慮
し

た
必
要
最
低
限
の
手
続
き

へ
。

答答
同
居
人
の
有
無
を
口

頭
で
確
認
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
。
必
要
に
応
じ

て
別
室
で
対
応
し
て
い
る
。

地
域
経
済
の
振
興
策

問
企
業
誘
致
の
取
組
と

可
能
性
は
。

答答
用
地
の
位
置
や
面
積

な
ど
の
条
件
が
合
致
せ
ず

実
現
に
至
ら
な
い
な
ど
極

め
て
困
難
だ
が
、
埼
玉
県

に
は
優
位
性
が
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
ス
ポ
ー
ツ

問
ス
ポ
ー
ツ
は
健
康
と

体
力
の
増
進
に
不
可
欠
。

施
設
の
閉
鎖
、
利
用
制
限

は
。

答答
閉
鎖
し
て
い
る
施
設

は
な
い
。
感
染
症
対
策
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
遵
守
し
て

使
用
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。

学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
活
用
し
た
教
育
は

ニ
ュ
ー
シ
ャ
ト
ル
駅
の
駐
輪
場

子ども食堂と、ひとり親支援の
新展開「フードパントリー」の
促進を

地域で親しまれる
開放的なスポーツ施設

栗く
り
ば
ら原 

惠け
い
子こ  

議
員

大お
お
さ
わ沢  

淳じ
ゅ
ん  

議
員

一般質問
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問
7
期
介
護
保
険
計
画

で
は
、
日
常
生
活
圏
域
を

一
つ
と
設
定
し
て
い
る
が
、

生
活
圏
域
の
見
直
し
は
あ

る
の
か
。

答答
日
常
生
活
圏
域
を
町

全
体
で
1
圏
域
と
設
定
し

た
が
、
今
後
の
高
齢
化
人

口
の
増
加
に
対
応
し
て
高

齢
化
が
著
し
く
進
ん
で
い

問
体
制
整
備
の
進
捗
は
。

答答
生
活
支
援
・
介
護
予

防
で
は
、
居
場
所
づ
く
り

や
ロ
コ
ラ
ジ
体
操
な
ど
、

高
齢
者
の
見
守
り
事
業
、

認
知
症
高
齢
者
等
の
見
守

り
と
し
て
、
行
方
不
明
者

の
早
期
発
見
の
た
め
「
い

な
見
守
り
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｔ
Ｅ

Ａ
Ｍ
事
業
」
を
始
め
た
。

る
南
部
地
区
を
日
常
生
活

圏
域
と
定
め
、
2
圏
域
と

す
る
。
来
年
の
第
8
期
介

護
保
険
事
業
計
画
に
盛
り

込
む
。

問
2
圏
域
と
は
南
部
地

域
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
で
き
る
こ
と
か
。

答答
2
圏
域
体
制
を
進
め

る
た
め
南
部
地
域
に
地
域

来
年
度
、
南
中
学
校
区
を

圏
域
と
し
て
設
定
し
、
新

た
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
設
置
す
る
。
設
置

は
民
間
事
業
者
へ
の
委
託

方
式
で
、
公
募
に
よ
る
提

案
方
式
を
検
討
中
。

問
徘
徊
訓
練
を
し
て
は

ど
う
か
。

答答
認
知
症
の
徘
徊
は
、

包
括
セ
ン
タ
ー
を
新
た
に

1
か
所
設
置
す
る
予
定
。

問
令
和
2
年
改
正
さ
れ

た
社
会
福
祉
法
等
の
中
に

「
重
層
的
支
援
体
制
整
備

事
業
」
と
あ
る
が
、
こ
れ

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答答
地
域
住
民
が
抱
え
る

課
題
が
複
雑
・
複
合
化
す

る
中
、
従
来
の
支
援
体
制

で
は
、
十
分
な
サ
ポ
ー
ト

体
制
な
ど
が
で
き
な
い
。

国
が
地
方
共
生
社
会
実
現

に
向
け
た
包
括
的
支
援
体

制
を
整
え
る
た
め
に
創
設
。

休
日
の
部
活
動
を
地
域
移

行
に
向
け
準
備
す
る

問
伊
奈
町
の
部
活
動
の

在
り
方
は
。

答答
令
和
5
年
度
か
ら
段

階
的
に
地
域
に
移
行
で
き

る
よ
う
実
践
研
究
の
環
境

の
整
備
の
推
進
な
ど
研
究

す
る
。

社
会
的
な
問
題
で
当
事
者

や
家
族
だ
け
の
問
題
と
せ

ず
、
地
域
の
課
題
と
し
て

問
題
意
識
を
持
つ
こ
と
が

必
要
。
徘
徊
訓
練
の
実
施

は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

問
公
共
施
設
の
運
用
は

町
内
優
先
の
希
望
が
あ
る

が
、
何
ら
か
の
方
法
は
。

答答
令
和
元
年
度
の
施
設

利
用
の
実
績
は
町
内
利
用

が
全
体
の
97
・
７
％
で
あ

る
。
町
外
利
用
者
は
、
現

在
も
利
用
料
金
で
割
増
を

設
け
て
お
り
、
こ
れ
以
上

の
制
限
は
難
し
い
。

問
総
合
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル
の
利
便
性
向
上
を
。

答答
大
ホ
ー
ル
は
建
築
後

約
40
年
、
施
設
が
旧
式
化

し
、
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
き

れ
て
い
な
い
。
修
繕
や
整

備
を
計
画
的
に
進
め
、
使

用
料
等
も
検
討
し
た
い
。

南
部
地
域
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
、
地
域
の
支
え
あ
い
を

部活動指導員と共に練習に励む生徒たち

地域の居場所での折り紙教室
（2019年６月撮影）

大お
お

野の 

興こ
う
い
ち一  

議
員

永な
が
す
え末 

厚こ
う

二じ  

議
員

一般質問

No.19013



医
療
機
関
・
従
事
者
へ
の

支
援
を

問
経
済
的
支
援
は
。

答答
医
療
従
事
者
へ
は
、

国
が
慰
労
金
交
付
事
業
を

創
設
。
町
は
、
医
療
機
関

等
支
援
金
・
10
万
円
。
埼

玉
県
指
定
診
療
検
査
医
療

機
関
に
25
万
円
な
ど
。

問
額
が
少
な
く
感
じ
る
。

新
ご
み
処
理
施
設
建
設
計

画
に
防
災･

公
園･

福
祉･

就
労
等
を
組
み
入
れ
、
持

続
可
能
な
街
づ
く
り
を

問
地
域
住
民
の
要
望
聴

取
を
い
つ
行
う
の
か
。

答答
進
捗
に
合
わ
せ
適
宜

住
民
説
明
会
を
実
施
す
る
。

問
水
道
庁
舎
交
差
点
と

高
架
下
の
右
折
車
対
策
を
。

追
加
の
補
助
金
は
。

答答
国
・
県
の
動
向
を
見

て
対
応
し
て
い
く
。

学
校
の
休
業
に
関
し
て

問
休
業
の
線
引
き
は
。

答答
校
長
の
所
見
等
を
基

に
教
育
委
員
会
が
判
断
。

国
は
、
地
域
一
斉
の
休
業

は
避
け
る
べ
き
と
言
及
。

問
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

答答
都
市
計
画
道
路
整
備

の
進
捗
や
、
交
通
量
等
の

状
況
に
応
じ
て
検
討
す
る
。

問
精
進
場
付
近
ト
ヨ
ペ

ッ
ト
側
橋
の
冠
水
対
策
を
。

問
下
流
側
か
ら
が
原
則
。

事
業
主
体
で
あ
る
県
に
原

市
沼
調
節
池
上
の
池
整
備

の
早
期
完
成
に
協
力
す
る
。

環
境
課
題
に
対
す
る
町
の

授
業
は
行
え
る
の
か
。

答答
準
備
は
ほ
ぼ
で
き
て

い
る
。
家
で
の
授
業
が
難

し
い
子
供
に
は
、
パ
ソ
コ

ン
ル
ー
ム
を
提
供
す
る
。

伊
奈
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略

問
第
１
期
戦
略
の
総
括
。

答答
様
々
な
施
策
を
行
っ

た
が
、
目
標
達
成
は
厳
し

か
っ
た
。
今
後
、
施
策
の

充
実
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

問
若
い
世
代
の
定
住
化
、

転
入
を
増
や
す
取
組
み
は
。

答答
安
心
し
て
子
育
て
で

き
る
環
境
。
子
育
て
家
庭

へ
支
援
。
保
育
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
等
が
重
要
と
認
識
。

問
第
２
期
総
合
戦
略
の

達
成
の
た
め
、
覚
悟
を
も

っ
て
取
り
組
む
の
か
。

答答
仕
事
を
こ
な
す
の
で

は
な
く
、
様
々
な
施
策
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
、
深
化
さ
せ
、

職
員
一
丸
と
な
り
取
組
む
。

サ
ポ
ー
ト
を

問
野
良
猫
の
苦
情
や
地

域
猫
活
動
の
相
談
件
数
は
。

答答
12
月
３
日
時
点
で
、

苦
情
の
う
ち
現
場
確
認
を

行
な
っ
た
も
の
は
３
件
で

電
話
相
談
等
の
統
計
は
取

っ
て
い
な
い
。
地
域
猫
活

動
の
相
談
件
数
は
０
件
。

問
飼
い
猫
の
屋
内
飼
育

の
推
奨
と
、
繁
殖
を
望
ま

な
い
猫
の
不
妊
去
勢
手
術

の
普
及
、
ま
た
民
間
団
体

等
様
々
な
助
成
金
を
利
用

し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
協

働
し
た
Ｔ
Ｎ
Ｒ
事
業
を
。

答答
野
良
猫
と
飼
い
猫
の

区
別
が
難
し
く
、
県
で
は

室
内
飼
い
を
推
奨
し
て
い

る
。
事
業
の
実
施
の
是
非

を
含
め
調
査
研
究
す
る
。

問
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
駆

除
費
用
に
助
成
金
制
度
を
。

答答
財
政
状
況
を
踏
ま
え

つ
つ
今
後
検
討
し
て
い
く
。

医
療
崩
壊
を
防
ぎ
、
感
染
・
再
拡
大
に

対
す
る
備
え
を

町
の
将
来
を
考
え
地
域
環
境
の
向
上
を

学びの遅れをおこさぬため、オンラ
イン授業の準備に取り組む先生・町
教育関係者

地域猫活動は、置き餌をせずに後片付け
をして、トイレの管理を行うことで地域
の理解が深まるといわれています。猫は
年に３回前後出産が可能で、１度に４〜
５匹産めば１年で40匹程になります

上う
え
野の 

尚な
お
の
り德  

議
員

髙た
か
は
し橋 

ま
ゆ
み  

議
員

一般質問
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問
綾
瀬
川
の
浚
渫
（
し

ゅ
ん
せ
つ
）
工
事
は
、
来

年
３
月
ま
で
に
ど
の
程
度

行
わ
れ
る
か
。

答答
綾
瀬
川
の
浚
渫
工
事

の
区
間
は
、
県
道
上
尾
蓮

田
線
か
ら
さ
い
た
ま
栗
橋

線
ま
で
の
区
間
約
７
０
０

ｍ
、
綾
瀬
川
と
原
市
沼
川

の
合
流
付
近
か
ら
下
流
の

問
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商

品
券
で
町
の
予
算
40
％
分

と
諸
経
費
の
詳
細
は
。

答答
景
気
対
策
事
業
費
補

助
金
１
億
４
３
０
万
円
を

交
付
し
、
内
訳
は
40
％
の

補
助
と
し
て
８
千
万
円
、

地
元
応
援
専
用
券
の
換
金

時
に
10
％
上
乗
せ
分
補
助

と
し
て
１
２
０
０
万
円
。

立
合
橋
ま
で
の
区
間
約
３

０
０
ｍ
だ
。
ま
た
、
今
後

は
、
県
道
さ
い
た
ま
栗
橋

線
か
ら
原
市
沼
川
と
の
合

流
付
近
ま
で
の
区
間
と
、

県
道
上
尾
久
喜
線
か
ら
上

流
の
区
間
を
予
定
。

問
こ
れ
ま
で
の
綾
瀬
川

の
し
っ
か
り
し
た
浚
渫
工

事
で
、
住
民
が
感
謝
し
て

印
刷
・
ポ
ス
タ
ー
・
広
報
、

人
件
費
換
金
手
数
料
・
郵

送
料
・
事
務
費
と
し
て
１

２
３
０
万
円
で
あ
る
。

問
１
次
販
売
、
２
次
販

売
、
３
次
販
売
ま
で
の
流

れ
は
。

答答
４
万
冊
販
売
の
う
ち

１
次
販
売
１
６
１
０
８
冊
、

２
次
販
売
は
抽
選
で
２
８

い
る
が
、
昨
年
の
台
風
19

号
と
同
程
度
の
台
風
が
来

た
ら
、
ど
う
な
る
か
。

答答
綾
瀬
川
の
河
川
本
来

の
機
能
を
回
復
さ
せ
、
水

害
対
策
に
有
効
だ
。
た
だ
、

ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
来
る
と
、

側
溝
の
排
水
能
力
を
超
え

て
し
ま
う
の
で
、
道
路
冠

水
が
起
こ
る
恐
れ
が
あ
る
。

排
水
路
等
を
継
続
的
に
清

掃
す
る
な
ど
、
浸
水
対
策

に
し
っ
か
り
取
り
組
み
た

い
。

小
・
中
学
校
の
い
じ
め

問
い
じ
め
を
分
類
し
て
、

特
徴
的
な
こ
と
は
。

答答
小
学
校
の
い
じ
め
で

は
、
「
も
の
を
隠
さ
れ
た

り
、
盗
ま
れ
た
り
す
る
」

が
11
・
８
％
で
あ
る
。
中

学
校
の
い
じ
め
で
は
、

「
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話

で
、
ひ
ぼ
う
・
中
傷
さ
れ

る
」
が
12
・
５
％
だ
。

５
０
名
に
販
売
し
、
残
り

を
３
次
販
売
し
た
。
全
体

で
99
・
８
％
だ
。
残
り
は

４
次
販
売
で
完
売
し
た
い
。

問
今
回
で
３
回
目
の
商

品
券
販
売
だ
が
、
1
回
目

は
、
行
列
で
購
入
で
き
な

か
っ
た
人
が
多
く
、
２
回

目
は
、
所
得
制
限
で
申
し

込
み
が
少
な
く
効
果
が
で

な
か
っ
た
。
３
回
目
は
。

答答
混
乱
も
な
く
、
参
加

店
も
、
前
回
は
１
１
８
事

業
者
で
、
今
回
は
１
５
９

事
業
者
と
増
え
た
。
ま
た

購
入
者
の
商
圏
な
ど
を
考

慮
し
、
隣
接
す
る
上
尾
市

や
蓮
田
市
の
８
店
舗
に
も

参
加
し
て
も
ら
っ
た
。

　
今
回
、
コ
ロ
ナ
禍
で
40

％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
と

し
、
全
世
帯
が
購
入
で
き

る
よ
う
に
努
力
し
た
。

伊
奈
町
の
水
害
防
止

伊
奈
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
販
売
状
況
は

伊奈町エリアの綾瀬川は、大々的にしゅ
んせつ工事が行われました

伊奈町経済支援

藤ふ
じ
は
ら原 

義よ
し
は
る春  

議
員

佐さ

藤と
う 

弘こ
う
い
ち一  

議
員

一般質問

No.19015



問
県
の
国
保
運
営
方
針

で
は
、
自
治
体
が
行
っ
て

い
る
赤
字
補
填
の
財
政
繰

り
入
れ
を
や
め
る
こ
と
と
、

保
険
税
水
準
の
統
一
を
目

指
し
て
い
る
が
。

答答
町
で
は
解
消
を
求
め

ら
れ
る
繰
り
入
れ
は
な
い
。

保
険
税
が
統
一
化
さ
れ
た

場
合
、
税
額
は
上
が
る
。

問
平
成
10
年
ご
ろ
か
ら

県
内
各
地
で
広
域
で
の
施

設
の
相
互
利
用
が
始
ま
っ

て
い
る
が
、
伊
奈
町
で
は

限
ら
れ
た
分
野
の
み
で
あ

る
。
ど
う
し
て
進
ま
な
か

っ
た
の
か
。

答答
図
書
館
や
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
は
相
互
利
用
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
他
の

コ
ロ
ナ
禍
、
住
民
支
援
と

負
担
軽
減
を

問
コ
ロ
ナ
対
策
の
傷
病

手
当
金
の
対
象
の
拡
大
と
、

保
険
税
、
特
に
子
ど
も
の

均
等
割
り
の
軽
減
を
。

答答
保
険
税
軽
減
は
検
討

し
て
い
る
。

ご
み
処
理
施
設
候
補
地
の

環
境
保
護
を

施
設
で
は
施
設
規
模
、
交

通
ア
ク
セ
ス
、
地
理
的
・

歴
史
的
要
因
等
が
多
々
あ

っ
た
も
の
と
考
え
る
。

問
蓮
田
市
や
上
尾
市
と

の
広
域
相
互
利
用
を
検
討

し
た
ら
ど
う
か
。

答答
多
様
化
す
る
住
民
ニ

ー
ズ
へ
の
対
応
や
利
便
性

の
向
上
、
厳
し
い
財
政
運

問

候
補
地
は
縄
文
時

代
・
古
墳
時
代
の
貝
塚
・

集
落
跡
が
確
認
さ
れ
、
土

器
等
も
出
土
し
て
い
る
。

原
市
沼
川
は
湧
水
も
豊
か
。

ビ
オ
ト
ー
プ
を
作
る
な
ど

環
境
保
護
を
。

答答
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

を
実
施
し
、
協
議
す
る
。

公
園
整
備
の
促
進
を

問
条
例
等
の
基
準
に
比

べ
て
も
足
り
て
い
な
い
。

答答
都
市
公
園
の
面
積
は

条
例
の
標
準
の
半
分
程
度
。

計
画
は
な
い
が
、
用
地
の

寄
付
が
あ
れ
ば
検
討
す
る
。

こ
ど
も
広
場
の
管
理
を

問
こ
ど
も
広
場
の
意
義

は
。
除
草
等
で
地
元
負
担

に
な
ら
な
い
よ
う
に
。

答答
子
ど
も
た
ち
が
健
や

か
な
体
と
明
る
い
心
を
養

う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

除
草
は
地
区
の
行
事
等
で

要
望
あ
れ
ば
対
応
す
る
。

営
の
中
に
お
け
る
公
共
施

設
の
維
持
管
理
等
の
在
り

方
を
勘
案
す
る
中
で
、
相

互
利
用
の
必
要
性
な
ど
、

今
後
の
行
政
運
営
に
お
い

て
も
重
要
な
課
題
と
認
識

し
て
い
る
。
今
後
諸
課
題

を
ひ
と
つ
ず
つ
整
理
し
な

が
ら
積
極
的
に
近
隣
市
へ

呼
び
か
け
て
い
く
。

町
税
の
徴
収
猶
予
特
例

問
現
在
ま
で
の
申
請
状

況
を
伺
う
。

答答
11
月
18
日
現
在
、
申

請
件
数
54
件
で
52
件
が
許

可
さ
れ
た
。
個
人
は
15
件
、

３
８
０
万
円
、
法
人
は
37

件
、
１
２
６
０
万
円
程
で

あ
る
。

問
申
請
受
付
は
来
年
２

月
１
日
ま
で
だ
が
、
猶
予

分
の
納
税
期
限
は
ど
う
か
。

答答
そ
れ
ぞ
れ
の
納
期
限

か
ら
１
年
間
と
な
っ
て
い

る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
ふ
さ
わ
し
い
国
民
健
康
保
険
に

公
共
施
設
の
相
互
利
用
の
拡
大
を

ごみ処理施設候補地付近の原市沼川は、
湧き出る地下水がきれいな流れをつく
ります

伊奈町と相互利用協定を結んでいる
蓮田市老人福祉センター

五ご

味み 

雅ま
さ
美み  

議
員

青あ
お
木き 

久ひ
さ
男お  

議
員

一般質問
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「
委
託
料
」
の
増
大
対
応

問
直
近
の
委
託
料
金
額

と
一
般
会
計
中
の
比
率
は
。

答答
Ｈ
27
年
度
約
17
億
円
、

15
％
、
Ｒ
元
年
度
約
20
億

円
、
17
％
。（
３
億
円
増
）。

問
分
類
別
件
数
・
額
は
。

答答
施
設
委
託
12
件
、
約

９
億
円
、
工
事
・
作
業
委

託
４
６
１
件
、
約
10
億
円

等
。
ま
た
、
入
札
73
件
約

２
億
円
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

11
件
、
約
３
億
円
、
そ
の

他
５
０
３
件
、
約
15
億
円
。

問
Ｒ
３
年
度
予
算
で
の

委
託
料
に
関
す
る
方
針
は
。

答答
委
託
業
務
の
必
要
性

を
検
証
し
、
経
費
節
減
に

努
め
る
。
内
容
・
範
囲
等

の
見
直
し
も
行
い
、
内
製

化
も
検
証
す
る
。

水
道
事
業
の
現
預
金
活
用

問
現
預
金
額
と
受
取
利

息
、
支
払
利
息
の
現
況
は
。

答答
現
預
金
総
額
は
18
億

７
千
万
円
。
受
取
利
息
95

万
円
。
企
業
債
支
払
利
息

は
１
千
55
万
円
。

問
利
息
の
差
約
１
千
万

円
の
流
出
は
大
き
い
。
金

利
の
高
い
企
業
債
を
返
済

す
べ
き
で
は
。

答答
支
払
い
利
息
は
大
き

い
が
過
去
の
財
源
と
し
て

の
利
息
で
必
要
。
繰
上
償

還
に
は
補
償
金
が
必
要
と

な
る
た
め
現
行
が
妥
当
。

問
実
例
も
あ
る
一
般
会

計
へ
の
貸
付
検
討
を
。
庁

舎
建
設
資
金
と
し
て
、
運

用
と
し
て
合
理
的
で
は
。

答答
可
能
で
あ
る
が
メ
リ

ッ
ト
と
課
題
を
整
理
し
、

他
団
体
の
状
況
調
査
等
行

い
貸
付
の
検
討
し
て
い
く
。

財
政
「
委
託
料
」
と
「
水
道
事
業
現
預
金
」

財政再建で600カ所以上の実績を
上げた二宮尊徳
再興の原点「分度の法」「積小為
大」は今に生きる
（写真は小針小の二宮金次郎像）

山や
ま

野の 

智と
も
ひ
こ彦  

議
員

２
０
２
１
年
３
月
議
会
・
傍
聴
の
ご
案
内

２月26日㈮です
次回の定例会開会予定日は

　町でどんな計画がされているのか、どん
なことが議論されているのか、町の新情報
を聞くことができます。簡単な手続きで、
どなたでも傍聴できます。車いすの方の傍
聴スペースもあります。役場庁舎３階議会
事務局までお気軽にお越しください。
※ 新型コロナウイルスの感染拡大状況によって

は、傍聴を制限させて頂く場合があります。

傍聴の主なルール・お願い
・ 傍聴券の交付を受けて入場してください。
・ 携帯電話の電源はお切りください。
・ 静かに傍聴してください。
・ 拍手等で可否を表明しないでください。
・ 児童・乳幼児は原則として傍聴席に入れません。

新型コロナウイルス感染症対策について
（12月議会の例）

・ 傍聴席は一部使用を制限し、間隔をあけて着席
してもらい、入場を制限する場合があります。

・ 傍聴者には、体温測定、手洗い、手指消毒、マ
スクの徹底をお願いします。

・ かぜのような症状の方の傍聴はお断りします。
・ 委員会は傍聴をお断りしています。

一般質問のルール
　3月議会から一般質問のルールが変わります。
質問回数は制限がなくなりますが、質問時間は答
弁を含め90分以内だったものが、15分短かくなり、
75分以内となります。

議会を傍聴して
みませんか

一般質問・お知らせ
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審
議
項
目
（
新
庁
舎
建
設
に
関
す
る
）

①
基
本
構
想
に
つ
い
て

②
基
本
計
画
に
つ
い
て

③
機
能
に
つ
い
て

④
そ
の
他

こ
れ
ま
で
２
回
開
催
さ
れ
て
お
り
、
次

回
は
２
月
上
旬
予
定
で
す
。

　

伊
奈
町
が
誕
生
し
て
50
年
、
新

し
い
役
場
庁
舎
の
建
設
計
画
が
動

き
始
め
ま
し
た
。

　

私
た
ち
特
別
委
員
会
に
託
さ
れ

た
役
目
は
、
建
設
さ
れ
る
新
庁
舎

が
、
伊
奈
町
の
今
後
の
発
展
を
支

え
、
町
民
の
皆
様
の
真
に
望
む
設

備
や
機
能
に
で
き
る
よ
う
、
議
会

と
し
て
、
町
民
の
皆
様
の
視
点
に

立
っ
て
、
審
議
・
提
言
し
て
い
く

事
だ
と
考
え
ま
す
。

　

今
回
の
新
庁
舎
建
設
事
業
は
、

建
物
・
設
備
共
に
、
災
害
に
強
く
、

出
来
る
だ
け
長
期
に
使
用
で
き
る

も
の
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

併
せ
て
、
時
代
の
要
請
に
応
え
る
、

組
織
の
改
革
や
日
々
進
化
す
る
デ

ジ
タ
ル
・
情
報
化
時
代
に
対
応
で

き
る
事
も
必
要
で
す
。

　

議
会
の
施
設
も
含
め
、
町
民
の

皆
様
が
親
し
み
や
す
く
、
自
由
に

集
え
、
自
ら
の
役
場
庁
舎
と
し
て
、

機
能
す
る
よ
う
目
指
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

委
員
長

 

永
末　
厚
二

副
委
員
長

 

五
味　
雅
美

委
員　
　
　

 

武
藤　
倫
雄

 

髙
橋
ま
ゆ
み

 

山
野　
智
彦

 

上
野　
克
也

 

青
木　
久
男

　今回の特集第７弾は、コロナの禍中、町内で医
療・介護を最前線で守っている皆様を取材しまし
た。普段から気をつけていること、読者の皆様へ
のメッセージなどを掲載します。

委員長あいさつ

　以下の内容でインタビュー、アンケートにご協力いた
だきました。紙面の都合上、❶〜❻の質問の中から編集
委員が選び、掲載させていただきました。

〈質問の内容〉
❶ご自身が感染症に対して気をつけていること
❷患者や利用者に対して気をつけていること
❸コロナによる身体への影響、後遺症について
❹抵抗力、免疫力を高めるおすすめの方法
❺読者へのメッセージ
❻町へのつぶやき

　
今
回
は
「
お
正
月
・
新

し
い
年
・
和
」
を
テ
ー
マ

に
、
純
農
村
地
帯
で
あ
っ

た
伊
奈
町
の
古
き
良
き
風

景
を
バ
ッ
ク
に
、
子
ど
も

た
ち
が
凧
揚
げ
し
て
い
る

様
子
と
柴
犬
と
戯た
わ
むれ

て
い

る
様
子
を
撮
影
い
た
し
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
生

き
生
き
と
し
た
表
情
に
未

来
や
希
望
を
感
じ
元
気
が

も
ら
え
ま
す
ね
。

　
当
日
は
、
町
名
の
由
来

と
な
っ
た
伊
奈
備
前
守
忠

次
公
の
歴
史
を
学
ぶ
良
い

機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

＊ 

撮
影
場
所
は
特
別
に
許

可
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

新
庁
舎
建
設

特
別
委
員
会

表
紙
の
写
真
っ
て
何
？

永末�委員長五味�副委員長

お知らせ
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斉
さい

藤
とう

 靖
やす

枝
え

さん（伊奈病院・看護部長）
❸ 様々な情報が飛び交うことで

惑わされ、心身の健康が失わ
れてしまっては本末転倒です。
国や自治体などの正しい情報
を手に入れることと共に正し
い情報を伝えること、手に入れ
た情報が正しいものかどうか
を判断し、責任ある行動をす
るという視点が重要であると
考えます。

❺ 医療に携わる者としての責任や責務を全うすべ
く立ち向かっている状況です。しかし残念ながら、
我々医療従事者への偏見や差別言動など、辛い思
いをする職員がいるということも事実です。皆様一
人一人が正しい知識を持ち責任ある行動をするこ
とが、ご自身や大切な家族を守り、ひいては地域を
守ることに直結します。これからの未来のため今一
度気を引き締め、コロナ禍を乗り越え
ていきましょう。

❻ 町の防災無線での放送時にお子様にわ
かりやすい具体的な対応策を放送して
頂きたいです。オンラインで取り組む
健康講座等一緒に取り組めたらと思い
ます。

渡
わた

辺
なべ

 匡
まさし

さん
 （ことぶき歯科医院・院長）

❷ 同伴者は最少人数でお願いし、手洗いや手指消毒、
マスク着用などルールの徹底で他の患者さんも守
る態勢をとっています。

　 医療機関に対しての国の補助金を活用し、口腔外
バキューム（下の写真）を設置しました。また、換気
も重要な事から空気
のよどみがわかる二
酸化炭素濃度を測る
機械も設置しました。

❺ お口の中を綺麗に保
つことが基本で、口
の中の菌を減らすこ
とが大切です。

お忙しい中、取材にご協力いただきありがとうございました。

内
うち

田
だ

 治
おさむ

さん（内田クリニック・院長）
❶ 会議・講演も対面は避け

リモートで行い、どうして
もの時は、広い会場を少
なめの人数で使用する。

❷ 待合室にパーテーション。
　 窓を開放、扇風機も活用し、

換気。
　 発熱外来の設置。（下の

写真）
❹ 基礎疾患を管理し、規則正しい食生活、運動、睡眠を。
❺ 昨年の３月と比べてコロナに対して鈍感になって

いませんか？もう１度、気を引き締めましょう！！
❻ 町は、ワクチン接種の準備を今から！！（場所、医療従

事者の人数、対象者の検討等）

本
ほん

田
だ

 江
え

里
り

香
か

さん
 （こむろん家管理者・介護福祉士）

❶ 環境整備として湿度・
温度と換気に気をつ
けています。

❷ コロナ禍で身体活動
量が約３割（約60分程度）減少しているとの記事を
読み、活動量が低下しない工夫をしたり笑って過ご
せるようにしています。

❹ よく笑い、寝る事。食生活ではヨーグルトや納豆キ
ムチなどの発酵食品や生姜やニンニクを使った料

理を食べることを意識
しています。
❺ 人のいない早朝にき

れいな景色を見なが
らのお散歩や新しい
ことにチャレンジす
ることなどで免疫力
があがります。

い
つ
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

介護福祉士の大木陽子さん

特集記事
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□

タ
テ
の
ヒ
ン
ト

１　 

私
た
ち
の
住
む
町

２　 

マ
ス
ク
を
つ
け
て
○
○
エ

チ
ケ
ッ
ト

４　 

３
つ
の
○
○
を
避
け
る

５　 一 

富
士
。
二 

○
○
。
三 

な
す
び

７　 

こ
こ
の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー

機
で
証
明
書
も
取
れ
ま

す
。
手
数
料
が
お
得
か

も
ヨ
コ
の
ヒ
ン
ト

１　 

伝
統
的
な
日
本
家
屋
に

あ
る
屋
内
で
火
を
焚
く

場
所

Q
議
会
ク
イ
ズ

1 B

C 5 7 A

6 E

2 4

3 F D

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ

第
43
弾
で
す
。

応
募
方
法

★
は
が
き
に
答
え

（
例 

Ⓐ
Ⓑ
Ⓒ
Ⓓ
Ⓔ
Ⓕ 

）

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
書
い
て
、

〒
３
６
２
―
８
５
１
７

伊
奈
町
中
央
四
丁
目
３
５
５
番
地

議
会
広
報
委
員
会

ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
本
誌
へ
の
ご
意

見
や
ご
感
想
な
ど
あ
り
ま

し
た
ら
、
あ
わ
せ
て
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

※
区
画
整
理
が
完
了
し
新

住
所
と
な
り
ま
し
た
。

☆
締
切　
２
月
28
日
（
当

日
消
印
ま
で
有
効
）

　
正
解
者
の
な
か
か
ら
抽

選
で
10
人
の
方
に
エ
コ
手

袋
を
差
し
上
げ
ま
す
。

☆
正
解
と
当
選
者
の
発
表

は
次
号
の
議
会
だ
よ
り
に

掲
載
し
ま
す
。

前
回
の
答
え
と
当
選
者

　

前
回
の
答
え
は
「
ニ
イ
ガ

タ
ケ
ン
」
で
し
た
。
応
募
総
数

61
人
。
正
解
者
61
人
の
う
ち

３　 

大
ヒ
ッ
ト
の
ア
ニ
メ
「
○

○
○
の
刃
」

５　 

お
正
月
遊
び
。
表
紙
の

写
真
。
○
○
あ
げ

６　 

コ
ロ
ナ
対
策
。
窓
を
開

け
て
○
○
き

問
題

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
F
を
並
べ
て
で

き
る
言
葉
は
？

答
え
の
ヒ
ン
ト

「
新
し
い
生
活
様
式
」
の
実

践
。
み
ん
な
で
頑
張
り
ま

し
ょ
う
!!

（うら）

え
答

所
住
・
号
番
便
郵

名
氏

齢
年

号
番
話
電

）

（

（おもて）

会
議

員
委
報
広

会 

行

3 6 2 8 5 1 7切手
63円

 

例
Ⓐ
Ⓑ
Ⓒ
Ⓓ
Ⓔ
Ⓕ

伊
奈
町
中
央
四
丁
目
３
５
５
番
地

□
し
た
。
ま
ず
は
、
医
療
・
介

護
を
は
じ
め
社
会
を
支
え
る

方
々
の
尊
き
献
身
に
心
か
ら

感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
「
新
生
活
様
式
」
が
打
ち

出
さ
れ
、
見
え
な
い
敵
に
対

し
「
正
し
く
恐
れ
る
」
事
を

心
が
け
る
も
、
環
境
の
変
化

が
激
し
く
心
も
身
体
も
疲
弊

し
た
昨
年
だ
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
ペ
ー
ジ
は
、

医
療
や
介
護
現
場
で
間
断
な

き
戦
い
を
さ
れ
て
い
る
現
場

を
リ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。
皆

様
の
不
安
が
少
し
で
も
払
拭

さ
れ
ま
す
こ
と
を
願
っ
て
の

特
集
で
す
。
感
染
症
拡
大
防

止
の
た
め
会
う
機
会
の
減
少

で
寂
し
さ
を
実
感
し
て
い
る

方
が
７
割
と
の
報
道
。
自
分

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
助
け
が

必
要
か
も
し
れ
な
い
人
に
手

を
差
し
伸
べ
る
こ
と
で
、
自

分
の
た
め
に
な
る
こ
と
が

あ
る
と
あ
り
ま
す
。
「
心
の

絆
」
を
更
に
固
く
、
地
域
の

力
で
希
望
溢
れ
る
年
に
。

 

（
戸
張
光
枝
）

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長　
上
野　
尚
德

副
委
員
長　
戸
張　
光
枝

委　
　
員　
髙
橋
ま
ゆ
み

委　
　
員　
山
野　
智
彦

委　
　
員　
大
野　
興
一

委　
　
員　
藤
原　
義
春

委　
　
員　
青
木　
久
男

読
者
の
声

ー
一
部
掲
載
ー

◇
議
会
だ
よ
り
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
伊
奈
町
で
の
感

染
拡
大
し
な
い
こ
と
お
祈
り

し
ま
す
。 

（
70
代
）

◇
カ
ラ
ー
化
さ
れ
て
い
て
読

み
や
す
く
て
い
い
で
す
。
ロ

ー
ズ
ち
ゃ
ん
の
エ
コ
手
袋
と

聞
い
て
家
族
と
も
ど
も
ほ
し

い
！
ほ
し
く
な
り
応
募
し
ま

し
た
。 

（
80
代
）

◇
コ
ロ
ナ
禍
の
中
編
集
ご
苦

労
が
多
い
と
存
じ
ま
す
。
毎

回
と
て
も
楽
し
み
に
読
ま
せ

て
頂
い
て
い
ま
す
。 （
70
代
）

◇
伊
奈
町
50
年
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
早
く
コ
ロ
ナ

が
終
わ
っ
て
平
和
な
日
々
が

続
い
て
ほ
し
い
で
す
ネ
。

 

（
60
代
）

◇
コ
ロ
ナ
不
況
の
中
、
議
会

で
町
民
の
こ
と
を
考
え
て
く

だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
、
沢
山
利
用
し
て
い
ま
す
。

 

（
40
代
）

◇
初
応
募
の
答
え
が
我
ふ
る

さ
と
で
嬉
し
い
で
す
。
は
が

き
と
切
手
も
ち
な
ん
で
み
ま

し
た
。
町
の
た
め
に
ご
尽
力

を
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
40
代
）

◇
今
回
の
紙
面
か
ら
は
、
元

気
を
頂
き
ま
し
た
。

 

（
60
代
）

◇
町
の
健
康
診
査
を
四
十
才

か
ら
毎
年
受
け
て
お
り
ま
す
。

お
陰
様
で
一
年
間
安
心
し
て

過
ご
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま

す
。 

（
70
代
）

◇
50
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
早
く
い
ろ
い
ろ
な

イ
ベ
ン
ト
が
再
開
す
る
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

 

（
40
代
）

◇
町
長
さ
ん
を
は
じ
め
議
員

の
皆
さ
ん
毎
日
ご
苦
労
様
で

す
。
町
の
為
に
頑
張
っ
て
下

さ
い
。 

（
70
代
）

編

後
記

集

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
は
公
式
の
世
界
最
初

の
症
例
か
ら
１
年
が
経
ち
ま

「伊奈町議会だより」も

で配信中議会フェイスブック 議会HP

抽
選
で
10
人
の
方
に
「
エ
コ

手
袋
」
を
お
送
り
し
ま
す
。

〈
当
選
者
〉

伊
藤
謙
治（
大
針
）、中
島
遊

喜
江（
本
町
）、長
岡
新
太
郎

（
栄
）、田
村
美
津
子（
栄
）、

嵯
峨
清
弘（
栄
）、笠
原
和
子

（
栄
）、依
田
尚
之（
小
室
）、

稲
橋
久
美
子（
寿
）、林
山
美

保（
西
小
針
）、田
中
み
ゆ
き

（
学
園
） 

―
順
不
同・敬
称
略
―

▲ローズちゃんの「エコ手袋」
　※色は選べません
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